ロシアのビジネスは法令順守への道を歩めるか（下） by ヴァディム・ラダエフ et al.
翻訳　富山栄子
ロシアのビジネスは法令順守への道を歩めるか(下)
ヴァディム・ラダエフ
監訳　小山洋司
ぎ-..∴'Ei:.; 栄子
調査方法
私たちは皆 小グレー‥だ !
工･;･ .∴ 'L.l:･･:.∴..･}･･
ビジネスにとって法令順守は 必 要 か ?
国家機関にとって法令順守 は 必 要 か ?
(以 上 前 号 二.I
f~情 ､法 子上白守を妨げているのだ ろ うか ?
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59｡の税率に等しいのである了一命令に基づ('
商品の固定された (ECU｢エキュ｣の_)関税の
廃止が必要であることは別に指摘している｡1付
加価値税 に関 して言えば､最低でも2分の 1に
滅らすよう提案されているLlその結果､総合的
■Jj:;･r､こ .;;.転､･:･ノ.:-:L汗:;言 ∴ ･∴ ~∴信 .
これは､効率的な宰 (実際に支払われる)より
.:I:-.,∴ _'･:∴-'(I:ー J∴ t二;/はは.Ii).i､二‥;,:/∴･
この数字は､公式的な税率が引き下げられれば
現実の支払額は引き上げられるというビジネス
の 心 構 えについて警告している､妥協レベルを
意 味 し て い る L,
い ず れ に し て も､まじめなどジネスにとって
主 要 な 障 害は納税額のレベルにあるのではない｡
●●●■● ●●●■ ■●■●●●●●●
指導者達は､原則的に､もっと多く支払う覚悟
●●●●■■ ●●●●●●●●●■●■●●
をしているが､すぐに2倍や3倍の街を支払う
●●●●●●■●●
ことは不可能である｡ある種の移行期間が必要
不可欠なのであるLlまさにそれゆえ､納税額が
飛躍的に増加しないように徐々に予測可能な方
法で増加するようにという執掬な要望が述べら
●●●●●●■■●●●●●●●●
れている､二まじめなどジネスにとって主たる危
●● ●●●●●●●●●●●●●●●●■●
険は､皆が皆支払いをするわけではない点にあ
●
るL｡さまざまなビジネスルールの維持は､法律
を守っている会社にとってはまさに破滅的状況
であるLlもしビジネスルー)i,がほほ同一のもの
であれば､企業家にとって法令順守-向 か う こ
とはより容易になり､他方､政府は 予 算 確 保 の
ために公的な税金を引き上げる可能 性 を 得 る こ
とになる｡
<インタビュー>
｢より大きな問題は変更にあるのではなく､
残念ながら､税関があらゆる人にとっての活動
の統･-一的などジネス)L,-ルという肝心なものを､
提案し保証することができないということにあ
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I)ますO｣
こういうわけで､法令順守-の動きは､会 社
の幹部による然るべき意思決定と､追加的費 周
･:'∴･て-;..･/､ヅ､∴･一十一.･工､!.li!L∴/.':･∴･:i .-
ている｡しかし､ここでさらに追加的な問題 が
ある｡法令順守の意思決定を1つのビジネ ス
･ー''l･.'･Ll.;:Ii:/,.r･∴~∴･-'..:.J､三:-:I.､. .!･
動のさまざまなレジーム条件が存在してい る
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担がかかi)すぎる､｡
<インタビュー>
｢独力で法令順守を行うことはできません ｡
必要なのは市場の残りのすべての部分(もし く
は市場全体)が法令順守することですL,もし ､
909･6が合法的でも1090が非合法ならば､私達 は
まったく何もすることはできませんO結局 ､ み
んな(1OQdの方へ)行ってしまいますO｣
ここで､伝統的な-◆フリー ライダー問題 ● が
生じてくるO誰か他の人が支払うことを 期 待
しながら､多くの人が自分自身は追加の費 用 を
受け入れたがらないのだが､利益はみんな の も
のになるようなときに､この問題は生じて く る ｡
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決定の準備はできていない｣と言って､狭 量 の
プラグマティックな立場をとりたがり､費 用 や
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上 ;:T .･一t:'i･:･雷 ;:･･:,･1 .'= -:/し . .A
十 一 ､`､ ･ : ･､.∴ -､浩 ::_i:I,lr:･:-:･､∴十･十
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た ち は ､ 中 身 を 見 せ な け れ ば な ら な か った｡こ
.二 ･.二二､ ･'(I/ 立 .I:/:.: ∴ ニ∴ -･. :巨 1､号 ;打･;.:
側 か ら の 追 加 の リ ス ク と 注 意 を 伴 う ｡ 換 言す
る と ､ 彼 ら は 'グ レ ー ' ル ー トの リ ス ク を …日に
I:･.':.:,-!.il 二 三豆 ′言 -.i- 1 -I/1'!･､･二∴./I.I.-
が ら ､ あ た か も 身 を さ ら さ れ た よ う で あ っ た L,
他 方 ､ 協 定 - の 非 参 加 者 達 は 平 穏 に 目 立 た な い
;-./,.'-一 ､ ..1､.工 :::(.:､ て こ ･ :.･な ･,･十 Ar: 二.
払 っ た L,
< イ ン タ ビ ュ ー >
.[_'､i:_JJ:･.: ･､∴ ;守 . ,･.∴･- .言 I.:二(-:/
､ ､こ.巨 )" :･-:i:､ここ.:I./ i.::./･･.':-:I,'J J :二ly
.･..1圧 ':]::.J岩.:L.i∴ 二二二日嵩 ;了 '二 ･針.∴ 一､
'･:･ti∴ ::'章 :~;∴ .::-‥::.-三一三.,IL'､~: ;L･ I::.な
ら こ の 国 家 を 信 用 し て い な い か ら で す L, そ し
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ェ済 .‥'･- :,'tl･[':一･;I:一･●∴ :■~･-I::､､
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･･∴'- ∴.､i-I./:I:P..･/I:∴J∴"I.､
∴ ･l:･了:∴十二'-:.-t:.;/i工'::㌧,:'S‥こ∴
∴十 二!/∴∴∵∴. }1-.二:L:､
<インタビュー >
仁:工関税,-.I;.∴ ･･.:･'.:'.:,'^...'::､.･1.:∴ ∴ 二
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かったことに気付いたのですcl彼らの行った調
:一上:辛.'∴･.I:･､I:.::~I:; 一､.!一･∴ '∴i';I:-.:
109吊ユ下で､残りはすべて●`グレー tールートで
通関したということですL,｣
このようなわけで､"すべてを開けられる一､
､.i･.1･,-ItJll:'1.I,LL十 .J･,･二.-.1∵＼.'･∴二･.-･L.,
.‥･昌 ､'.,I.:I.'･/_.L't:;.I･い '･二･:i:巨∴･/3'I;liI:･-:-:二､
･､~･ll.i-･＼ :~.･･/.::I.∴ ･ノ･.一･:･'卜:-/{･
ているL,もしあなたがなにをどのように輸入し
ているのかを示したなら､感謝される代わりに
･'.i-:日:.:∴さて言播 ,･I_･'.二1-_.二二,:/:/./
:::I;.:.二 :..･'1..]J /'二:十十号､-∴{ l-:.
I･.二:t-･ -･:･'.I/:.-...: :･‖Jl:＼!-i享1▲晶1:
よって承認されている規則が'不透明"で■`不安
定"であるということだ｡この点において､国
家関税委員会は除外ではないO何らかの命令が
出され､その一ケ月後に廃止されるというケー
スが残念ながら生じている｡そして遠い将来の
.lL.'･∴巨.I/J･.早,.:I_I.･･一･.'･-_l･:.: -. こ
うな状況下ではあまり現実的でないLl
政権の側にも自分たちの問題があり､しかも
･二､:･∴_･/,.･.∴･_:･.･二 l･."･:二一!J.､亨(.rt-.3･上
達はロシア官僚の最も汚職にまみれた集団の一
つとなった.しかし､このことは周知のことで
あり､重要なのは別のことである｡問題は然る
べき貨物の検査に対する報酬を集めている個々
の税関官僚の食欲さにあるわけではないC発達
Ii:i日工､一./I/､-/･J､､I./･'･i.､;.jib.･ほ･(∴二;∵･.I
たちのサービスを提供している特別な市場が作
i)出された｡もし､あなたが､"正しい'tブロー
カー会社と関わるなら､税関吏と全くつき合わ
なくてもよいL,サービスの価格はよく知られて
いるJ一定の範囲内で商売をし､お金を払って
迅速に車を通関させてくれる可能性があるOブ
ローカー･グループはより複雑で長いネット
ワー クの中の仲介者なのであるL,'一脇にいる人'
によって､支払った資金の相当の部分はどこへ
連れていかれようとしているのか?どの程度こ
うしたシステムが政治集団や犯罪集団と結びつ
.I∴･,I.･ー ミ･.r∴＼･,l･･ こ十王:これ:./I).:描,
ないL,しそして､関心をもとうとはしない)｡税
関ター ミナルにおける状況をコントロール下に
∴I_:._･I.A:I./:A:一:.-I.i-:Ll'_:こ.;I-'･.I:■';I.･}]'.;:i,l･:;･^:.辛
には､心からそう願いながらも､客観的な限界
があるようだということをわれわれは知らなく
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てはならない｡.なぜ な ら､ さ ま ざ ま な有力なグ
ループの利害が…絡 み 合 っ て .1い る か らなのであ
るO
､こて It.:l･こ:-､ 亘 ::./.'! /ILL, .I.I:･.:･∴ ､
現 在 の 国 家 関 税 委員会の 技 術 的 基盤はきわめ
て不完全であり､横領を助長していると認めて
いる｡そして､税関業務の技術的装備に投入さ
れたルーブルは空回りしていることも認めて
いるL,しかし､この原図は､むしろ､派生的な
:一人一･1.藍･} 'I;.I/ ,li.lL:l､'.･.:.r･∴.;:･-.聖.､I:'l/:
ず関心を持たせなければならないLT.そうすれ
ば､技術革新も要求に応ったものになるLJ
市境参Jl:7･省三モ忘:1'.二,tIr;_い:こ合:;Lit-:ITミ要す>Qy:.
J.i.かTil一番のにろう付?
上述した障壁ゆえに独力で法令順守するこ
とができないので､(もし､あらゆる縦隊がむや
∴..-3∵･/･･:;.:-:.●∴_･一::;..濃 を/･､li:.:I:I./･/
揃えていくことは困難である)企業の代表者た
ちは共通のビジネスルールについてお互いに
合意させられねばならない.Iこの点にRATEK
や他のこのような業界団体が設立された主要
な目的の､-一つがあるcLかし､市場参加者たち
∴∴‡_:.I､･:二L･l,∴.:I::I.'ー:I. '｢,:.∴ .･/-I/,/
か?同棚もしくは隣接市場における直接的な
ライバル業者であるということを考慮すると､
問題は全くむだではない｡
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くるL,第1に､私達にとって関心のある家電及
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-.-:'lp-'･:I:･こ-予 :I::-･･･LL二∴ こfl'/ ､･∴ i
-1･ ∫.Jl･:J∴ 三㌦ '.:摘 主構を l･･1､.工 -/ 二
､号-h/ ;.::二､:I.i' ∴ -.1'･.{∴:い ､-:∴∴:
I;:I.IrlJな.ii..l:Tr/工･]-;二､~･･.1 -;∴ :: :･･ I:pニ
∴ー･.-I.':∴∴:.1二･.:二･/I/I二■二I.i･hi∴:I.1.iて.11･.
//I:_･:.I_I'J･-∴:'//∴一∴ ･ !∴ ∵.1'1-･二:､I;I.･一
一,!.:I.IUI.:,I;.:,I.:;J'.;:Iい:'J+.I:/,-･'工 /:･十∴-.I､
-∴-･_:'~二;-∴;-'･:I:JtI/ト:.､:I:･て∴ ､∴･.
はしない｡例えば､私たちの調査に対する回答
の若干名は､一線の回廊'●の枠内で必ずしもすべ
ての協定書参加者が適切にふるまっているわ
こ:.･ー∴こな･,-l･二､∴亘:I::て･}･t:∴ -_: -T'.∴ 量~
二㌦ ′-'iy:t∴ :･iI.L:I-ご:･.;I. Jf-I-1∴ .:I.:十一'･'､
A-十i∴十 一 .lI･1.:/'1-.､､′｢･l'.こ:iyi//.I_.-:-:､
I.L':㍉こ~､I･::こ′J､工~tl.言上-:-工'.▲∴ ･∴ ユニ.
分大規模な会社含めて)があるというL,
<インタビュー>
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- 12-
･/ :･十∴十 ･.銅.:･i'-:: ､∴ - /
:I/･･- - ∴ ,L･･l･･::i ∴ 二一､l!,:=hl;
:.1;{, :.:lL膵 :I:∴ ':. ∴∵･･-:･:,･.,
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,;:_:I.J･･,.,･･こ-工 ｣'汗 t-'･,･一;∴…~::､∫-:I/-:.
ト :･二∴ .十･二･二:;I:･工 It::･∴ I､1.I･ :';:i:ノ
:..:∴∴･二∴ I_･.一言 ′蜜',It二:I:齢l･:I.::=･.
､ :≒∴-:･. 汁 :I-.､i.:/'･･､エ∴ ‥一言':.､
;.:･j: '･_:I-ノ !.".:..!J';-1t:.∴'.L:i∴/∴∴ :-;･∴･
しこ.I･/.I-､工 ､.I-,1: J'-､∴ L､rl:'~l:I.･,･
活動範囲鞘多様化は米重な柔軟性を促進する母
<インタビュー>
･ :/,,･､- :'':′昌:こ二言'‥:一･二l･二‥.-I:
1∴ ･-:-/･ -∴･-I_I./',十､I:'l:I:(ノ●･･二iこ
れらの規則を守ると私は思いますL,そのうえ､
･..1_メ_/ ･;I.i;l一･∴l,･/.ll･∴ ~∴ :I:こ'1./ノ
の除名とかの､ある種の制裁が規定されるなら
ば､国家関税委員会側がこの組織-の特別の関
心をもつでしょう｡｣
;工●工ilt,/:な….:i'.∴･∴)侶･Jl::.‡∴.I:､:…古,
-I:.:.i!:∴ : 了.･I:-(lI享l/=､∴./-:閥,I_･:..:/,･
∫_}･/.:'-/.I.:-て∴ ､.いな∴/､.ノ･●`巨 ∴ p-
Jー〔､.-~:- :･'-'l･L二 l:;:tl.I:.t'1.･1.1-I-∴∴･
∴ ∴.･工 ;`;:I:i-∴ さ.:･.:･由･.I::I-./.l~1:'-_-I_･':
･iL･一 :'､･こ･-.:i.(jl3r∴∴工 L･.: 三 ･十怒,●■_
l･∴ r'･"A:,
0.:､十.:jl∴.:.lt./:､∴･･:･.'･ ､一三~-::.∴ 工
-/∴1､1.･.:･∵ 廿 一三 "‖:-I./{':/野･,!,It.fh:,lJ･':(.
異を伴う)
●監督機関 との合意のパ ラメーター
●監督機 関 に対す る協会メンバーの連帯責任
●並行輸入を実行 している違反者に対する制裁
の適用
いくら望んでも､すぐに法令順守することは
できない以上､いくつかの段階を経た前進的な
発展を前提としている｡､調査で回答してくれた
会社幹部らの意見によると､こうした段階は､
以下の通i)である｡
I.十jJ■､ニー;:I;:≒∵.-/_1/:/､i:I;./,:!T:;TE:.-'{i･;t}
I.I.:…∴-:I:/i/I:一･-1l'呈;/f申";-JT.:･-:..: ~/､十
その他名目でのコンピューターの輸入の拒否)
∴ 一喝隼侶椿･十皇∴ L∴:･:t/.}.､.I/-I-I/t'∴ ;∴へ
範囲内で､商品の量の確実な申告(例えば､メ-
カーのインボイスを利用)
逢.輪丸商品価格の確実を嘩営
,':i:,I:/∴ /:.iI'･二:I･∴､･.ミ:I_I/lJ:-I,:i.汁.,J･=;-:主[･/I.A
第3段階～第4段階への移行のどこかにいる｡
山方､個々の側面では､申告の完全な信頼性へ
の移行はすでに完了した｡
市境の参エコ≠'.;･‡当局とlFT-r_)合いをつけら
れるたろうか '.,
企業間の合意の成立は､新たなビジネスルー
ル構築-の単なる第一歩にすぎないO第2歩め
∴こ l'.t.:一･J'∴ 了1=/)./こ.･しJI,･:t'I.二･工.:∴∴王
冠の作成であるLlこれなしには､高いレベルの
不確実さが残り､そして､市場参加者間のどん
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∴1･二王､∴･ヱ㍗･:17十∴.･/こ Il';l'∴ ニ ~~､
壊される恐れがある｡
われわれが調査し.た分野において､当局と企
業の間で何について合意することができるだ
ろうか｡例えば､国家関税委員会とRATEKに
は､ これらの交渉において何か必要なのだろう
こ こ ../I､号∴ ､こ.･~/ :: :い : - 醜 ･//.I/･∴‥.
れば ､ 企業には3つのこと が 必 要 であるO第1
に､手続きの簡素化である L, 第 2 に､ビジネス
1･-':.-･.- .:こ. ∴ ･;:,!r､､ : ･i'(I_･Lf.:'.`了 ･.･J
中止である｡そして､第3に ､ "･ダーク･グレー'
ルートと◆●間'ルートを利用するチャネルへの
圧力､自分の ビジネスを…明らが'にしない人
たちへの利親の通関であるご
一一万､当局にとっても同じく3つのことが必
要である｡′第1に､財政への納入額の増加であ
るLl第2に､輸入製品申告の信悪性であるこ-そ
して､第3に､特別待遇のレジームに関する協
定が締 結 されたら並行輸入を拒否することで
ある｡
I.弓 _:.:､l･:..∴∴{/.1二-: .'∴･,7㌢J.i∴
ことができるのだろうかL,しかも､個人的な廊
'､､･lr: ､'.li:I:,/I;~･J∴ナt･'､:;.I/L∴二･t･･li∴
おいてではなく､政治的レベルにおいてであるL,
こ の 問 題 は よ-卜一層困難に思われるLl,
第 1 に ､ 企 業 と 当局の間の相互関係において､
I:.･1.工こ半I.-'､･こ.､ふ二･:I:l.く-L.､l･二'._:-:_:I.～∴
/, '､上;こ∴-:i.I∴fi一上∴十.I::;:IL-i･.予で
宮L'-}i･･:_it･J:. ∴ √一 ′ I: !･こ ∵ ･ ▲'J.. ･∴･･:,･J､ T_.･､
役人は､ 企 業 家 は 皆 ､ 法 律 違 反者であると疑っ
'∴ ∴ 二 J.: . I__ .･･∴ I;I.'･3:的をj.,I:i.l･:.こIl_.1､
る｡とはいえ ､ 関 係 に お け るオープンさに至る
にはあまさJ)にも違いのだがO
<インタビュー>
∴ :-I:,r'･,･;-･:L∴ ‖-･Jl:･.･l!J:･]:.1･..
-∴ ･ 工 ∴ ･√工 ･t:-∴ ･/'::､∴-I､､､
･!;':I.-約∴･.fi-1･ilJt:･.I･:I:･'･.lI;:.:･::I-ll,::･.::､
∴ ･/･ト/･I/;{1.Trl/t･:II.●∴･i:I.i
十 ':.･･`∴∴濁 :･､三i∴ ･一･∴･/:i I. I:
･'∴~lr: V-.-:i:'r:_3∴~､十 で l'-.:･J:/.･㌦･
-I.I,.'･r/･･} ､∴(:I.･;::/,1.:.:i:､-∴.…･,
'･･1･:- I∴ ■:':Ipl･∴ J二･r一･.hI.･､･1.∴･
∴､.i･://-I.･ノ:.'､､.▲lL/･i:･..､:≡. 絶:
('J:;-遜..･l∴ ■!l::二工;::1､ぬ･.､･､十 ∴::{.≡.;∴.
､∴ I;::'･.■+. :.:-/･:･ I亘 て∴: 口'.I:'･主.
:'工 .･/I.∴こ､:`∴ .'･∴∴ ･:I/.A.守 :こ､･:･!_
･二:t･ニー.;一･':･一J.汁:JI､一仁･'二･≡-.A/∴■/I.:,
するだけである.｡しかしながら､市場参加者た
ちは､こうした提案が妥当であったということ
に慣れてい くC.なぜならばこうした提案 に
よって､明らかに害をもたらす決定 を避 ける こ
とができ､その後それを廃止するの に 3倍の力
･て/･.:'!.:･:1:ILJ:､.ご･:I.･:/･∴-∴･:.,∴ ･･'J..:･ほ.ら:ミ
t.:I.-.I:!'･j!;:∴●.∴i:1‥;滞.J:p-}If､蘭 ,'J;･/.I;ト,)..:･
のように ) ｡
:{}::: -､ !ト ‥ ･二 .!･･斗 ∴(.∵-∴ -i-I:-{_I,-:､'3Jl'
r･廿一昔 i ･. I ; :･i∴ 二 _. :',.i.-Z･:.･･/:･∴工･.｣1'.I
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だl:-I.･,'(甘車 .II.:-:･t:･;?･:･ji十二'_.,二･ニ.ーi//-
工.･::.:'､;'{',仁●:-,∴ r∴予iJ.,樺､･Lt:I.ti∴､:'/･:'^':
∴ iJ､/･itU:;Ll'!il･:.一関.UI-ミ‡､:二 七●･:I-i_ ･こ:
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f･:.･･･,･～･-:･､き',: ･-し二･二･∴上,I.:･JIJ-∴
二･二･･:･十 ･.:..l･了 .I;;.I:I:-･J･:-∴･'言
:I.･t;仁 :･Y'i-･;::こ∴一十 /-∴ ∴i:l'-I.･: ,
･.::.･･.I ∴ 一ご1- ･･ニ .ー:I.::::･巨 ･:L･,:J･･::
L甘 ∴ -:':･-!3'Jt-'J.;/∴'関､∴ :l･.:･l:I./.::p:
･.1･/::.∵十･工∴ .:j/;:/;./.∴'..l･' 1.∴
.･.:･1-.･L.･..-.∴ ･J:･:-/I:-'.J∴ ･JI-､関1-:-?
.･-.:.I.r二1..:-_Hrニ●:-;:I-､･':I::.､-:/.1･工 :I,
. 二∴ 一二:,二∴ ∴:~ 佃 ∴ ･,･､~.l'.･'-;l':､ノ
･.～:i:-.こ ∴･･I:I,∴､ご■I:'･:･:･･.-r‥~ニー′一言
.I.A,.I'/∴･ I:'.早:!':-J:LI重;:.I::∴ し'
:-∴･∴ -∴ ∴ ･.･･:l･日工･●={･･･∴1-T-∴∴･
I. . lJ.:∴∴､;こ:∴ ･,_I..,A∴ ::･:･言上 ∴十~∴
‥ : :∫. I/ .:'/;i':,I∵車i∴-i.I:'∴･い′-_一八.
∴ ;- :A -I I.､こ:/I,･､':':.Jl.::I-I. :I:5-1'T,て:-
一打 ',:.' ∴ ･∴一■ ､:I: ､
一二 I. ∴ ,I : . ∴ ･'J.上 .上'tL_::.､】卜.上 ･:二一･
双 方 か ら ､ 経 済 活 動の法令川的二に共通の関心が
あ ら わ れ て い る と いう事実それ自体が重要であ
る こ､ そ して ､ 国 家 に とっても､企業にとっても､
よ り 適 切 な 市 場 の 理 解 とこれらの市場を支配す
る よ り 効 果 的 な 概 念 を 保証するような現実的な
-:. ‥∴ 工 l:-i .: :･∴ 臣 呈. て.十l,.十日二1'･,'を.,r,:.
:- '. i_ i-:-J･J '∴ ･. ･…1.:" .一･:A.!･:-∴1.･∴十
∴ ユ:~‥ ･!･:.I.∴･ノ:!;'_二∴ ∴ 1^i.1:I:■.I,i.♂,:ニ:
･L子∴･/:-･∴･JT::I･-∴ ･:I_ ･':.I:.∴∴.IlLl'卜
.I:lj:≡:斗I':･iL∴!･∴'､ji…‥ ∴.I.:_.:.'1-∴ こ､
∴三､ご∴ I.:･L∵∵､.I:'･-1十~十日l･.:'‥ .∴亘='{-I,
∴一･∴懐 .･1.二十 ･､､J∴工 ご･∴｣:J_.-:∴I./､`∴
･!LL∵∴:-I:-･':,I:･､工だ,./I;-'_.l:.:/ll･＼･･
~.':上･. ･∴
T:･:'･_:..I;.:-:I.㌔ :.l/I･lA/I: ∴ こ･.r;.:!:
rL巨 ･:.; ./-.'J!こ こ､‥ l二 ･-:立∴こ.･汚さ‥J;
常 に 困 難 な プ ロセスだということを理解するこ
と は 重 要 で あ るこ_.実際､制度化のプロセスの本
質はどこに あ るのだろうかL,それは､抽象的な
規則を､自然発生的､あるいは自動的に､しか
も瞬間的には決して起こることのない安定した
相互関係の現実的なモデルに転化させることで
ある｡そして､原則として､いくつかの●`進歩的
な■●法律､大統領令､政令を制定するだけでは
不十分である (このような法令は絶対的に必要
不可欠であるが)i,そして､｢法令順守をしま
･ユ/J .･='.I/,.･1言う.T･工.;._.lL:.A:-転で二二一l/
である｡】調整に関する期待された協定を達成す
るためには､さまざまなレベルでの特別な交渉
の舞台を整備することが必要である｡こうした
意味で､企業の代表者相互間で､そして企業の
代表者と国家権力代表者との間で､絶えず更新
される交渉のプロセスを組織することは､1回
かぎi)の.A突破口的な-●考え､あるいはI-一般的
/I;.:ち工ここ,･十!-li;卜∴･:-,/, 卜∴ ､:II､ 工tIl嵩,･:
は､長期的なプロセスである｡そのプロセスと
は､多くの場合､段階的な性格を持ち､そして
重要なことは､それが制度的な支援と制度的な
手続きを必要としているということである｡
V.Radaev(経済学博士､国立経清高等学院副学長)
こやま ようじ(新潟大学経済学部教授)
とみやま えいこ(新潟大学､敬和学園大学､長岡大
学､新潟青陵大学､青陵短期大学各非常勤講師)
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